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今
議
会
、
市
長
が
市
政
執
行
方
針
で

「
海
老
川
上
流
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

着
手
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。
区
画
面
積

は
78
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
土
地
の
現
況

は
田
・
畑
と
沿
道
に
外
食
産
業
な
ど
が

で
き
て
い
ま
す
。
（
図
参
照
）

　

こ
の
事
業
計
画
は
、
平
成
8
年
に
地

権
者
に
よ
る
区
画
整
理
準
備
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
平
成
9
年
に
事
業
代
行
者

と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
地
権
者
の
同
意
が
思
う
よ
う
に
得
ら

れ
ず
、
保
留
地
の
処
分
価
格
で
も
合
意

さ
れ
な
い
等
で
、
事
業
代
行
者
が
撤
退

し
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
平

成
23
年
度
の
業
務
委
託
報
告
書
で
も
同

意
状
況
は
78
・
8
％
で
す
。

　

市
長
は
こ
の
地
域
内
に
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
を
移
設
し
、
さ
ら
に
民
間
の
福

祉
施
設
等
も
呼
び
込
み
、
医
療
・
福
祉
機

能
を
ま
ち
の
中
核
と
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル

タ
ウ
ン
」
を
つ
く
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
新
駅
も
誘
致
し
、
地
権
者
要
望

の
強
い
住
宅
も
建
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28

年
度
で
は

「
海

老

川

上
流
地
域

ま
ち
づ
く

り

促

進

費
」
と
し

1
8
0
0

万
円
が
計

上

さ

れ
、

土
地
の
権

利
調
査
や

地
権
者
意
向
調
査
、
土
地
利
用
計
画
図
な

ど
の
作
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

計
画
全
体
で
い
く
ら
か
か
り
、
市
の
負

担
が
ど
の
位
に
な
る
の
か
、
緑
地
が
ど
の

よ
う
に
残
さ
れ
る
の
か
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

豊
か
な
自
然
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
浪
費

型
公
共
事
業
に
な
ら
な
い
よ
う
、
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

「
海
老
川
上
流
地
区
は

　 

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
ま
ち
に
」と
市
長
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←ＪＡ市川船橋支店
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2
月
12
日
、
総
務
常
任
委
員
会
で

以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
保
険
・
税
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度

　

通
知
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
は
下
表
の
通
り
で
す
。

引
き
続
き
現
在
も
保
管
す

る
通
知
カ
ー
ド
の
交
付
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
質
疑
の
中

で
、
昨
年
の
10
月
以
降

転
居
し
て
い
る
場
合
に
、

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な

い
問
題
が
起
き
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、

制
度
が
開
始
さ
れ
て
も
漏
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
市
民
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

  
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

　

公
民
館
使
用
料
や
霊
園
使
用
料
、

運
動
公
園
等
使
用
料
な
ど
使
用
料
全

体
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
「
施
設
ご
と
の
負

担
割
合
を
決
め
て
料
金
を
改
訂
す

る
。
値
上
げ
は
最
大
で
も
1
・
5
倍

以
内
に
抑
え
る
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
見
直
し
案
に
つ
い
て
は
4

月
中
に
パ
ブ
コ
メ
、
6
月
議
会
で
パ

ブ
コ
メ
の
報
告
、
9
月
議
会
以
降
新

料
金
の
条
例
提
案
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
市
民
の
大
幅
な
負

担
増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
西
部
地
区
な
ど
の
諸
課
題

　

①
行
田
3
丁
目
の
国
家
公
務
員
宿

舎
船
橋
行
田
住
宅
跡
地
を
取
得
し
中

学
校
を
新
設
す
る
（
平
成
38
年
開
校

予
定
）
、
隣
接
す
る
行
田
中
学
校
の

運
動
場
を
拡
張
す
る　

②
行
田
1
丁

目
Ａ
Ｇ
Ｃ
テ
ク
ノ
グ
ラ
ス
中
山
事
業

場
跡
地
の
一
部
を
取
得
し
小
学
校

（
平
成
33
年
開
校
予
定
）
と
保
育
園

を
新
設
す
る
、
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
国
家
公
務
員
宿
舎
跡
地
で

は
、 

①
二
和
跡
地
を
取
得
し
二
和
向

台
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、
複
合
施
設

（
出
張
所
・
児
童
ホ
ー
ム
・
老
人
憩

い
の
家
）
、
都
市
公
園
等
を
整
備
す

る　

②
宮
本
9
丁
目
跡
地
を
取
得
す

る
予
定
も
示
さ
れ
ま
し
た
（
保
育
園

用
地
）
。

累計送付件数
293,919件

平成28年1月19日現在

返戻件数
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保管件数
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返戻のうち
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「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦

         

略（
案
）」「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」

　

2
0
0
8
年
か
ら
人
口
減
少
が
始

ま
り
、
国
が
人
口
減
少
対
策
と
し
て

自
治
体
に
策
定
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

　

船
橋
市
は
、
当
面
は
人
口
増
が
続

き
、
減
少
に
転
ず
る
の
は
2
0
2
5

年
の
見
込
み
で
す
。
一
方
、
市
内
24

地
区
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ご
と
で
は
、
人

口
増
の
地
域
と
、
高
齢
化
し
人
口
減

少
の
始
ま
っ
て
い
る
地
域
と
、
二
極

化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
口
動

向
を
も
と
に
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
、

市
の
基
本
施
策
「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
計
画
し
ま
す
。

　

両
案
は
2
月
19
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
が
始
ま
っ
て
お
り
、
3

月
中
に
策
定
予
定
で
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

ミニにゅうす　2016年３月７日 No.867（２）

総
務
常
任
委
員
会
で
市
が
報
告

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
、

  

西
部
地
区
に
学
校
新
設
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど


